
と聴納曇
　まちのうごき

人口6，144人1－1）

　男　　2，965人ll－6）

　女3，179人〔＋7）

世帯数1，744戸（一2）

63年11月1日の現イt／＼口

　　　　：ま二手自ゴ∫二上ヒ
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　　　　　東郷大橋開遍

　1／月14Eヨ、国道446号線羽坂バイパスの一部であ

る東郷大橋が開通し、竣工神事と開通パレードが行わ

れました。

　当Eヨは，関係者ら約りOO人が出席し、高森町長を

はじめ植野守県議や三郷小の中田卓君らが紅白のテー

プにハサミを入れた後、地元住民等が渡り初めをしま
した。

初冬の野のうららけさ来てみれば
　　　　もみちせぬ草も木もなか’1け’1

牧　水
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姻
＼
姻
蓼
“
㌶
心
羅
郵
野
帳
一

遍
織
灘
鷺
、
薫
『
．
．
睡
圃
糧

　
　
全
面
開
通
は

　
　
　
　
来
春
予
定

　
日
向
土
木
事
務
所
が
、
昭
和
六
十

一
年
十
二
月
か
ら
工
事
を
進
め
て
い

た
国
道
四
四
六
号
線
羽
坂
バ
イ
パ
ス

工
事
の
一
部
で
あ
る
東
郷
大
橋
が
完

成
し
ま
し
た
。

　㊧
東郷中国道327号線

＼ノ瑚1日

鶴野内神社　㊧
　　　　　東郷
、H

至椎葉

東郷橋
　硯野

羽坂区

　
東
郷
大
橋
は
、
全
長
百
七
十
五
厨
、

幅
九
・
五
規
の
二
車
線
で
、
片
側
に
歩

道
が
あ
り
、
総
工
費
は
四
億
三
千
三

百
万
円
。

　
ま
た
、
橋
の
両
入
口
に
は
、
若
山

牧
水
の
「
ふ
る
さ
と
の
日
向
の
山
の

荒
渓
の
…
…
」
の
ア
ユ
の
歌
や
、
ア

ユ、

R
桜
、
町
の
花
、
町
の
鳥
な
ど

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
本
町
を

ア
ピ
；
ル
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
鶴
野
内
と
産
児
を
結
ぶ
国

道
四
四
六
号
線
羽
坂
バ
イ
パ
ス
（
三
・
九

キ
ロ
）
の
全
線
開
通
は
、
来
春
の
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　蔚
　レ（う

レ

開通部分

ヤ
　　　　！1

諺呈
　，，，’

羽
蒸
イ
穿
畜

来
春
開
通
予
定

卸
児

至
南
郷

貯

レ
十
一
月
十
四
日
の
開
通
式

鎌
切i講

渡
し
船
は
廃
止

　
東
郷
大
橋
の
開
通
に
よ
り
、
田
野

地
区
の
児
童
が
通
学
に
利
用
し
て
い

た
渡
し
舟
は
、
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
田
野
区
か
ら
委
託
を
う
け
、
十
八

年
の
長
い
間
渡
し
舟
に
従
事
さ
れ
た

高
山
秋
恵
さ
ん
（
羽
坂
）
、
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

凋

レ
完
成
し
た
東
郷
大
橋

激
増

～

考
人
医
療
費

健
康
管
理
は
し
っ
か
り
と
～

　
今
、
七
十
才
以
上
（
】
部
六
十
五

才
以
上
）
の
方
は
、
老
人
保
健
制
度

に
よ
り
外
来
な
ら
一
ヶ
月
八
百
円
、

入
院
な
ら
一
日
当
た
り
四
百
円
と
一

般
の
人
よ
り
は
か
な
り
恵
ま
れ
た
状

況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
東
郷
町
の
老

人
医
療
費
が
、
今
年
に
な
り
急
増
し

て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
昭
和
六
十

二
年
度
の
一
ヶ
月
平
均
の
医
療
費
が

二
千
五
百
九
十
四
万
六
千
円
に
対
し
、

六
十
三
年
度
七
月
ま
で
の
一
ヶ
月
平

均
は
三
千
四
百
三
万
八
千
円
と
六
十

二
年
度
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
．
、

老
人
の
医
療
費
は
自
己
負
担
が
少
な

く
、
個
人
と
し
て
高
額
の
支
払
い
を

し
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
少
な
い
の

で
す
が
、
支
払
う
金
額
は
一
人
当
り

一
ヶ
月
四
万
円
弱
と
な
り
、
年
間
で

は
五
十
万
円
近
い
支
払
い
を
す
る
計

算
に
な
り
ま
す
。
（
六
十
二
年
度
は
、

一
ヶ
月
三
万
円
弱
、
年
問
三
十
六
万

円
弱
。
）

　
こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
］
層
高
齢
化

が
進
む
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

い
い
か
え
れ
ば
、
一
般
の
被
保
険
者

が
納
め
る
保
険
料
の
負
担
が
ま
す
ま

㌢
罎
・

　
．
げ
、

ノ
、

ハ
亀

’

資
ひ
菊

　
　
　
　
4著

す
高
く
な
る
と
い
う
事
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
こ
の
恵
ま
れ
た
老
人
保
健

制
度
を
健
全
な
も
の
と
し
て
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
同
じ
病
気
で
複

数
の
病
院
に
か
か
る
と
い
っ
た
重
複

多
受
診
を
さ
け
、
健
康
管
理
に
今
以

上
の
留
意
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

皆
さ
ん
の
老
人
保
健
制
度
は
、
皆
さ

ん
で
守
り
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
．
．

、
つご、

つ
と

町報（3＞昭和63年12月号

十
三
種
目
に
新
記
録

　　

@　

ｬ
民
体
育
大
会

　
第
二
十
八
回
町
民
体
育
大
会
が
、

十
月
十
六
日
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
内
十
一
公
民
館
か
ら

の
代
表
選
手
が
出
場
し
、
ト
ラ
ッ
ク

競
技
十
】
種
目
、
フ
ィ
ル
ド
競
技
二

種
目
に
大
会
新
記
録
が
生
ま
れ
ま
し

た
。　

ま
た
、
こ
の
大
会
か
ら
公
民
館
対

抗
守
立
て
競
争
と
水
運
び
競
争
の
種

目
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
各
種
目
ご
と
の
成
績
（
一
位
）
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
〔
男
子
〕

　
▼
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
高
尾
操
（
福
）
1
2
秒
8

▽
高
校
生
　
沖
田
光
太
郎
（
羽
）
1
2

秒
3
　
▽
2
5
歳
以
下
　
若
杉
健
司
（

仲
）
1
2
秒
1
　
▽
2
6
～
2
9
歳
　
矢
野

一
彦
（
鶴
）
1
3
秒
0
▽
3
0
～
3
4
歳

高
山
睦
男
（
八
）
1
2
秒
3
　
▽
3
5
～

39

ﾎ
　
福
谷
集
（
鶴
）
1
2
秒
8
　
▽

40

`
4
4
歳
　
海
野
修
一
（
小
）
1
3
秒

2
▽
4
5
～
4
9
歳
柳
田
憲
一
郎
（

小
）
1
3
秒
7
　
▽
5
0
～
5
9
歳
　
鶴
田

久
仁
男
（
福
）
1
3
秒
8
一
大
会
新

▽
6
0
歳
以
上
〔
6
0
メ
ー
ト
ル
〕
　
東

村
吉
市
（
小
）
9
秒
5
一
大
会
新

　
▼
二
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
高
尾
操
（
福
）
2
6
秒
0

▽
高
校
生
　
平
野
昭
一
（
福
）
2
6
秒

3
　
▽
一
般
　
海
野
芳
彦
（
越
・
下
）

26

b
3

　
▼
四
百
メ
ー
ト
ル

安
藤
光
春
（
寺
）
1
分
0
1
秒
4

　
▼
千
メ
ー
ト
ル

▽
4
0
歳
代
　
橋
口
勝
義
（
寺
）
3
分

11

b
5
　
▽
5
0
歳
代
　
直
野
政
一
郎

（
福
）
3
分
4
6
秒
6

　
▼
千
五
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
糸
平
格
（
福
）
5
分
1
7

秒
6
　
▽
高
校
生
海
野
宏
明
（
福
）

4
分
3
0
秒
9
1
1
大
会
新
　
▽
2
9
歳
以

下
河
野
賢
一
（
越
・
下
）
4
分
2
8
秒

5
　
▽
3
0
歳
代
　
池
田
平
美
（
迫
）

4
分
2
8
秒
6
一
大
会
新

　
▼
五
千
メ
ー
ト
ル

河
野
賢
一
（
越
）
1
6
分
9
秒
8
1
1
大

会
新

　
▼
八
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

鶴
野
内
面
　
1
分
4
8
秒
7

　
▼
年
令
別
リ
レ
ー

福
瀬
区
　
2
分
2
1
秒
7

　
▼
俵
運
び
競
走

福
瀬
区
　
2
分
3
秒
0

　
▼
公
民
館
対
抗
耳
立
て
競
争

迫
野
内
公
民
館

　
▼
走
高
跳

▽
中
学
生
　
阿
万
文
裕
（
坪
）
1
m

45

@
▽
高
校
生
　
森
田
敏
勝
（
鶴
）

1
m
5
9
　
▽
一
般
　
寺
原
孝
幸
（
羽
）

－
m
5
6

　
▼
走
幅
跳

▽
中
学
生
　
黒
木
拓
巳
（
迫
）
5
m

O5

@
▽
高
校
生
　
橋
口
和
博
（
寺
）

5
m
4
0
　
▽
一
般
　
若
藤
公
生
（
羽
）

5
m
3
1

　
▼
砲
丸
投

▽
中
学
生
　
一
山
泰
光
（
鶴
）
1
1
m

16

@
▽
高
校
生
・
1
0
代
　
片
江
豊
春

（
坪
）
1
2
m
4
5
　
▽
2
0
歳
代
　
西
田

宗
吉
（
小
）
1
0
m
9
4
　
▽
3
0
歳
代

寺
原
卓
三
（
羽
）
1
3
m
O
3
　
▽
4
0
歳

代
田
辺
英
雄
（
福
）
1
2
m
6
1
▽

50

ﾎ
代
　
寺
田
紋
太
郎
（
鶴
）
1
4
m

57

P
1
大
会
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

粋
　
　
馳

ヴ

奮

レ
新
種
目
の
見
立
て
競
争

・‘

　
〔
女
子
〕

　
▼
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
学
生
　
黒
木
孝
代
（
寺
）
1
4
秒

7
　
▽
高
校
生
　
東
村
掻
子
（
小
）

14

b
0
一
大
会
新
　
▽
2
5
歳
以
下

田
村
恵
美
子
（
福
）
1
5
秒
9
　
▽
2
6

～
2
9
歳
　
新
保
千
草
（
寺
）
1
6
秒
2

▽
3
0
～
3
4
歳
　
本
多
有
子
（
小
V
1
5

秒
2
　
▽
3
5
～
3
9
歳
　
那
須
則
子
（

小
）
1
4
秒
5
1
1
大
会
新
　
▽
4
0
～
4
4

歳
　
那
須
文
代
（
小
）
1
4
秒
8
一
大

会
新
　
▽
4
5
～
4
9
歳
　
藤
崎
月
子
（

八
）
1
6
秒
4
　
▽
5
0
歳
以
上
〔
6
0
メ

ー
ト
ル
〕
　
畝
原
マ
ツ
子
（
小
V
1
1

秒
2

　
▼
二
百
メ
ー
ト
ル

甲
斐
由
美
（
仲
）
2
9
秒
0
1
1
大
会
新

　
▼
八
百
メ
ー
ト
ル

▽
中
・
高
校
生
　
黒
木
孝
代
（
寺
）

2
分
4
8
秒
2
1
1
大
会
新
　
▽
一
般

甲
斐
由
美
（
仲
）
2
分
4
8
秒
5
1
1
大

会
新

　
▼
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

小
野
田
区
　
1
分
0
2
秒
4

　
▼
年
令
別
リ
レ
ー

小
野
田
区
　
1
分
5
3
秒
4

　
▼
公
民
館
対
抗
水
運
び
競
争

寺
迫
区

　
▼
走
高
跳

▽
一
般
　
清
水
留
美
（
羽
）
1
m
1
5

　
▼
走
幅
跳

▽
中
学
生
　
小
林
昭
子
（
羽
）
3
m

＜
新
種
目
の
水
運
び
競
争

21

@
▽
高
校
生
　
寺
原
博
子
（
羽
）

2
m
8
0
　
▽
一
般
　
本
多
有
子
（
小
）

3
m
9
1

　
▼
砲
丸
投

▽
高
校
生
・
1
0
代
　
黒
木
亜
紀
子
（

迫
）
8
m
1
6
　
▽
一
般
2
9
歳
以
下

若
杉
由
美
（
仲
）
7
m
5
0
　
▽
3
0
～

34

ﾎ
　
井
上
千
穂
子
（
小
）
9
m
5
0

▽
3
5
歳
以
上
　
那
須
英
美
子
（
小
）

10

高
T
5
一
大
会
新

　
▼
公
民
館
役
職
員
リ
レ
ー

福
瀬
　
－
分
5
9
秒
4

　
▼
公
民
館
対
抗
綱
引

越
表
・
下
渡
川
区

　
〔
総
合
〕

優
　
勝
　
福
瀬
公
民
館
　
一
五
二
点

第
二
位
　
羽
坂
公
民
館
　
一
四
八
点

第
三
位
　
小
野
田
公
民
館
＝
三
二
点

第
三
位
　
鶴
野
内
公
民
館
＝
二
一
二
点
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交
通
安
全
優
良
運
転
者

　　

@　

@
功
労
者
等
の
表
彰

　
宮
崎
県
交
通
安
全
協
会
は
、
昭
和

六
卜
一
二
年
度
の
優
⊥
艮
運
転
者
と
功
労

者
等
を
決
定
し
ま
し
た

　
東
郷
支
部
に
お
い
て
は
、
協
会
長

享
し
の
表
彰
者
に
対
し
十
月
卜
一
目

役
場
講
堂
に
お
い
て
木
村
映
　
支
部

長
か
ら
表
彰
状
と
垂
下
．
出
品
の
伝
達
式

か
行
わ
れ
ま
し
た
一

　
本
・
年
の
特
色
は
、
協
会
で
も
高
位

表
彰
に
あ
た
る
全
日
交
緑
十
字
章
の

受
占
者
が
日
向
地
区
三
人
と
限
定
さ

れ
て
い
る
中
で
、
東
郷
支
部
か
ら
中

谷
芳
雄
さ
ん
と
矢
野
金
雄
さ
ん
の
二

人
が
選
任
さ
れ
た
こ
と
で
す
．
．
こ
の

レ
役
場
講
堂
で
の
表
彰
式

お
二
人
は
、
永
年
協
会
あ
る
い
は
支

部
の
役
員
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
安

全
運
転
指
導
者
と
し
て
の
功
労
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
．
、

　
ま
た
、
功
労
団
体
と
し
て
は
東
郷

町
婦
人
連
絡
協
議
会
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
昭
和
四
卜
七
年
か

ら
毎
年
春
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
旬

間
中
の
一
日
街
頭
指
導
で
運
転
者
に

対
し
、
ヤ
ク
ル
ト
や
チ
ラ
シ
等
を
配

付
し
て
事
故
防
止
に
協
力
し
た
功
労

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
日
向
地
区
交
通
安
全
協
会

の
表
彰
規
程
に
よ
る
免
許
取
得
十
年

以
上
の
優
良
運
転
者
に
つ
い
て
は
、

東
郷
支
部
会
員
の
な
か
か
ら
五
十
一

名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
表
彰
は
、

各
組
長
さ
ん
か
ら
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
受
彰
者

一、

S
日
交
緑
十
字
銅
章

　
　
中
谷
芳
雄
（
仲
深
）

　
　
矢
野
金
雄
（
仲
深
）

二
、
宮
崎
県
警
察
本
部
長
・
宮
崎
県

　
交
通
安
全
協
会
長
章

　
　
〔
安
全
管
理
者
の
部
〕

　
　
菊
池
幹
男
（
鶴
野
内
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　
　
登
載
申
請
書
は
期
限
ま
で
　
提
出
を
！

　
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に
住
所
を

有
す
る
満
二
十
才
以
上
の
者
で
、

①
一
〇
ア
ー
ル
以
し
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
．
．

②
①
の
同
居
の
親
族
又
は
そ
の
配

偶
者
．
、
（
耕
作
従
事
日
数
が
年
間
お

お
む
ね
六
1
，
日
以
上
の
者
で
あ
る
こ

と
）③

】
C
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法

人
の
組
合
員
又
は
社
員
。

に
つ
い
て
は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在

に
よ
り
同
月
十
日
ま
で
に
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
調
製
の
た
め

　
　
　
に

の
申
請
書
を
農
業
委
員
会
を
経
由
し

て
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
申
請
書
を
提
出
し
な
い
と
選
挙

人
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
資

格
の
あ
る
人
は
、
必
ず
一
月
十
日
ま

で
に
農
業
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
申
請
書
の
用
紙
は
、
十
二

月
の
区
長
会
で
各
区
長
さ
ん
に
お
配

り
し
十
二
月
中
に
各
世
帯
に
配
布
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と

に
い
た
し
て
お
り
ま
す
．
、

　
　
〔
運
転
者
の
部
〕

　
　
　
稲
田
　
博
（
田
野
）

　
　
　
海
野
五
雄
（
中
之
又
）

　
　
〔
功
労
団
体
の
部
〕

　
　
東
郷
町
婦
人
連
絡
協
議
会

　
　
〔
優
良
事
業
所
の
部
〕

　
　
　
山
陰
タ
ク
シ
ー

三
、
日
向
警
察
署
長
・
日
向
地
区
交

　
　
通
安
全
協
会
長
章

　
　
〔
免
許
取
得
三
十
年
〕

　
　
稲
田
両
頬
（
田
野
）

　
　
〔
免
許
取
得
二
十
年
〕

　
　
田
辺
順
子
（
習
業
）
外
二
卜
二
名

　
　
〔
免
許
取
得
十
年
〕

　
　
海
野
和
弘
（
福
瀬
）
外
二
十
名

国
民
健
康
保
険
法
施
行

　
五
十
周
年
記
念
功
労
者
表
彰

県
知
事
表
彰

　
　
木
村
　
誠

　
　
（
元
町
長
、
十
五
年
四
月
在
職
）

　
　
下
原
正
義

　
　
（
元
住
民
課
長
、
十
六
年
八
月

　
　
在
職
）

　
　
小
林
錬
｝

　
　
（
現
住
民
課
長
、
十
四
年
四
月

　
　
在
職
）

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
理
事
長

表
彰

　
　
田
中
長
利

　
　
（
元
国
保
運
営
協
議
会
委
員
、

　
　
二
十
四
年
三
月
在
職
）

　
以
上
の
方
々
が
、
十
一
月
十
日
開

催
さ
れ
た
記
念
式
典
に
お
い
て
、
そ

れ
そ
れ
の
長
期
に
わ
た
る
功
労
を
た

た
え
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
．
、

県
社
会
福
祉
大
会

　
　
　
に
お
い
て
表
彰

　
昭
和
六
十
三
年
度
宮
崎
県
社
会
福

祉
大
会
か
、
レ
一
月
九
口
、
宮
崎
市

民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
次

の
方
々
が
社
会
福
祉
に
貞
献
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
．
．

県
知
事
表
彰

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
中
野
辰
巳
（
仲
深
）

県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

　
自
助
努
力
者

　
　
　
都
甲
ア
ヤ
子
（
小
野
田
）

同
感
謝
状

　
社
会
福
祉
事
業
協
力
者

　
　
　
塩
月
テ
イ
（
福
瀬
）

県
共
同
募
金
会
長
表
彰

　
　
　
　
田
野
区

　
　
　
　
下
渡
川
区

▲社会福祉表彰をうけられた方々

・
つこ“、

つ

田丁 報　　と`．　日召訴063釜キニ12，」　写．

懲
撒
凶

▼牧水ヶ丘まつり〆
　歌人若山牧水の出身母校である坪谷小

学校では、11月5日、第3回牧水ヶ丘ま

つりを行いました．

　牧水ヶ丘は、昭和60年度に牧水生誕100

年を記念して、坪谷小学校の一角に造ら

れたものです．

　当日は、午前10時から牧水ヶ丘歌碑前

で、全校生徒とその父兄が参加して短歌

の発表、朗詠などを行いました．

；
釜
纏

篭
．

一
睡

　　▲平均価格54万円に
　　　　　　　　　　　　　～去勢子牛～

　11月9日、児湯郡市了・牛セリ市が開催され、本

町寺迫から雌子牛9頭、去勢子牛10頭が出場し、

去勢了・牛は平均価格543．200円で売却されました。

　また、児湯郡市子牛品評会で優等賞の橋口孝夫
さんの雌子牛「もとひで号．（写真）は、862，000

円で売却されました。

髪
7　　　▼自転車反射板寄贈

　　　　　　　　　　～金丸和光氏から～

　11月7日、鶴野内の和光コンフリート工業の社

長金丸和光氏から東郷町に対し、「町内の自転車通

学の中・高校生に役立ててください」と、自転車

前部取付用の反射板600台分が寄贈されました。

　生徒の交通安全に十分役立てたいと思います。

ありがとうございました。

灘
徽
．
藁
、　　　襲〆嘉．麟二宙曝

　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵

▲公民館対抗

　　　バレーボール大会

　10月30日、町中央公民館及び町グラウンドで開

催された昭和63年度公民館対抗バレーボール大会

は、11公民館から男子10、女子11計21チームが参

加し、熱戦が繰り広げられました．

　結果は次のとおりです。

　　　o男子の部

　　　　　優　勝　寺迫公民館

　　　　　準優勝　小野田公民館

　　　o女子の部

　　　　　優　勝　小野田公民館

　　　　　準優勝　寺迫公民館

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

今
一
度
亡
母
の
傍
に
語
り
た
き
隠
や

か
に
昼
を
栗
の
煮
ゆ
る
音

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

秋
深
み
轡
虫
の
声
激
し
か
り
明
日
の

稲
刈
急
か
す
如
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
．
士

深
み
ゆ
く
秋
に
お
の
ず
と
野
牡
丹
の

一
輪
二
輪
減
り
ゆ
く
淋
し

　
　
　
　
　
　
　
　
拝
し
キ
ミ
エ

文
化
財
指
定
の
古
き
建
物
に
朱
き
消

火
ボ
ン
ベ
め
だ
て
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
　
文
雄

精
薄
の
f
の
生
い
立
ち
を
発
表
の
若

き
母
親
涙
は
見
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄
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東
郷
村
の
誕
生

　
明
治
二
十
二
年
四
月
一
日
全
国
町

村
制
が
施
行
さ
れ
た
。
そ
れ
よ
り
以

前
は
山
陰
村
、
坪
谷
村
、
下
三
ヶ
村
、

八
重
原
迫
野
内
村
の
四
ヶ
村
に
分
か

れ
、
戸
長
（
今
の
村
長
V
が
い
た
。

町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
宮
崎
県
知
事

か
ら
小
さ
い
村
を
合
併
し
て
適
切
な

村
を
作
る
よ
う
に
と
の
指
導
が
あ
り
、

四
ケ
村
合
併
し
て
東
郷
村
が
誕
生
し

た
。　

　
東
郷
村
と
い
う
名
は
、

　
延
岡
藩
政
時
代
に
、
こ
の
地
方
を

入
郷
地
方
と
申
し
て
い
た
。
私
達
の

村
は
こ
の
入
郷
の
東
に
あ
っ
た
の
で

東
郷
と
言
い
、
西
の
方
を
西
郷
、
南

の
方
を
南
郷
、
北
の
方
を
北
郷
と
命

名
し
た
の
で
す
．
、

　
　
戸
長
と
戸
長
役
場

　
町
村
制
が
施
行
さ
れ
る
前
は
、
四

つ
の
村
に
戸
長
が
い
て
、
戸
長
役
場

も
あ
り
村
会
議
員
も
い
て
、
村
の
行

政
を
現
在
の
よ
う
に
施
行
し
て
い
た
。

町
村
制
が
し
か
れ
、
東
郷
村
が
誕
生

し
て
か
ら
は
、
戸
長
制
は
廃
止
し
た
。

　
　
村
長
、
村
会
議
員
の
選
挙

　
東
郷
村
が
誕
生
し
て
ま
ず
初
め
に

村
会
議
員
の
選
挙
が
あ
っ
た
。
村
会

議
員
が
生
れ
な
い
と
村
長
が
出
来
な

い
の
で
す
。
村
長
は
村
会
議
員
に
よ

っ
て
選
出
さ
れ
る
の
で
し
た
。

第
一
回
東
郷
村
会
開
会

　
　
明
治
二
十
二
年
五
月
末
（
不
詳
）

議
案
の
村
長
の
選
挙

　
　
⇔
村
会
議
事
運
営
規
則
制
定

以
上
二
件
が
議
決
さ
れ
、
村
長
に
甲

斐
定
一
郎
が
当
選

　
第
一
回
東
郷
村
会
議
員
当
選
者

田
辺
清
吉
、
寺
原
亀
吉
、
寺
原
治
郎
吉
、

川
越
利
吉
、
三
浦
元
吉
、
矢
野
太
助
、

藤
井
松
次
郎
、
田
中
半
次
郎
、
寺
原
十

三
郎
、
三
浦
治
郎
吉
、
高
森
為
市
、
甲

斐
善
平
、
新
名
虎
吉
、
水
野
熊
四
郎
、

矢
野
弥
一
郎
、
那
須
長
作
、
那
須
市
三

郎
、
山
口
倉
吉
（
以
上
十
八
名
）

　
　
村
会
招
集

　
左
記
三
件
ノ
為
来
ル
廿
一
日
山
陰

神
社
二
於
テ
本
村
会
開
設
候
條
当
日

午
前
八
時
参
会
相
成
度
此
段
及
通
達

候
也

　
　
明
治
廿
二
年
六
月
（
日
不
詳
）

　
東
臼
杵
郡
東
郷
村
長
甲
斐
定
一
郎

東
郷
村
会
議
貝
氏
名
殿

　
　
議
案

一、

ｼ
誉
村
長
報
酬
額
確
定
ノ
件

二
、
有
給
助
役
月
俸
額
確
定
ノ
件

三
、
収
入
役
以
下
職
員
ノ
件

　
議
長
（
村
長
）
書
記
ヲ
シ
テ
議
案

朗
読
セ
シ
ム
。

九
番
議
員
（
寺
原
十
三
郎
）
起
立
シ

テ
ロ
ク
本
員
ハ
名
誉
職
ノ
儀
ナ
レ
バ

可
成
減
額
ヲ
以
テ
報
酬
ヲ
確
定
致
度

併
シ
年
百
弐
拾
円
ト
シ
テ
受
諾
ヲ
願

イ
タ
イ
。
各
員
如
何
ヲ
出
女
ス
。

　
十
一
番
議
員
九
番
ノ
説
二
同
意
ト

述
べ
九
番
二
賛
成
者
モ
ア
レ
バ
意
ヲ

決
ス
ベ
シ
。
同
意
者
起
立
ヲ
問
フ
。

惣
起
立
異
義
ナ
ク
九
番
原
説
二
軸
ス

　
第
二
議
案

　
議
長
日
ク
助
役
松
崎
千
三
郎
月
俸

額
何
程
ヲ
給
ス
ル
哉
各
員
宣
シ
ク
議

セ
ラ
ル
可
キ
旨
三
間
ス
（
つ
づ
く
）

　
　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

．
8
≡
冒
．
3
≡
冒
．
一
一
■
一
＝
．
昌
一
≡
冨
『
一
一
一
＝
冒
．
≡
§
『
。
…
＝
一
二
＝
＝
．
§
≡
9
・
≡
零
・
8
：
7
8
昌
＝
・
8
3
＝
る
：
言
8
≡
冒
三
一
一
一
三
≡
3
・
畠
…
7
§
一
穿
邑
5
三
3
3
7
8
8
言
3
：
7
8
：
三
＝
曜
一
三
≡
亨
3
：
7
：
一
＝
三
≡
冒
三
≡
言
一
冨
一
言

（八、

若山牧水・
《糠×扁，v包vVkrα〉

牧
水
作

長
詩
と

　
　
童
謡
口

塩
月
儀
市

死
か
芸
術
か

　
　
O

わ
れ
は

わ
が
芸
術
の
極
り
行
く
と
こ
ろ
を

わ
が
死
に
在
り
と
信
ず
。

わ
が
生
は

わ
が
芸
術
に
尽
き
、

わ
が
芸
術
は

わ
が
死
に
尽
く
。

わ
れ
、

つ
ね
に
歌
を
う
た
へ
り
。

こ
れ
、】

個
の
生
命
が

死
へ
急
げ
る
途
上
の

　
一
歩
、
一
歩
、

か
な
し
き
努
力
な
り
。

　
　
O

　
　
　
や

空
想
を
止
め
よ
、

火
の
如
き
瞑
目
を
破
れ
。

庭
に
出
で
よ
、

五
月
の
日
は
青
く
煙
り
、

も
や
み椎

の
蔭
に
蟻
這
入
れ
り
。

い
ざ
汝
が
手
の

　
そ
の
林
檎
の
一
片
を
、

彼
に
与
へ
よ
。

　
　
O

ア
ダ
ム
を
責
む
べ
き
か
、

イ
ヴ
を
責
む
べ
き
か
。

孤
独
な
る
青
き
大
陽
を
仰
ぎ
、

か
ら
の
　
ロ
ヤ
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぞ
ワ

悲
哀
に
満
て
る
地
の
上
に
、

涙
か
き
垂
れ

わ
れ
、
今
日
も
藻
掻
き
苦
し
む
。

　
　
O

つ
ね
に
絶
望
す
。

わ
れ
、
若
け
れ
ば
な
り
。

　
　
O

わ
が
顔
の
蒼
さ
よ
。

お
な
じ
く
ば
何
故
に

　
　
　
　
カ
び
ぞ
コ
ロ
セ

海
底
に
棲
む
人
魚
の
ご
と
く

　
　
つ
ら
　
　
　
　
や
ひ
ら

墓
の
地
に
棲
む
族
の
ご
と
く

蒼
か
ら
ざ
る
や
。

死
ね
か
し
、

夙
く
、
死
ね
か
し
．
．

　
　
0

神
が
漸
く
こ
の
地
球
を
造
り
終
へ
た

時
、神

の
美
し
い
事
業
を
妬
む
一
疋
の
悪

魔
が

地
球
に
向
っ
て
あ
た
ま
の
剣
を
抱
げ

た
、剣

は
そ
の
ま
・
岩
と
な
っ
て
留
っ
た
，

将
さ
に
立
ち
去
ら
う
と
し
た
神
は

遠
く
こ
れ
を
眺
め
て
、

ま
だ
御
掌
の
指
の
間
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
の
　
じ

僅
か
に
残
っ
て
み
た
地
を
取
り

切
れ
さ
う
な
そ
の
岩
の
峡
間
を
埋
め

給
う
た
．
．

今
で
も
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ビ
や
半
島
の

浪
の
白
い
海
岸
に
は
、

動
物
の
匂
ひ
を
知
ら
ぬ
雪
の
や
う
に

そ
の
地
が
其
儘
に
残
っ
て
居
り
、

殆
ん
ど
言
語
を
も
有
せ
ぬ
人
種
が

僅
か
に
数
茎
の
燕
麦
を
蒔
い
た
に
留

っ
て
居
る
相
だ
。

斯
く
語
り
終
っ
て
、

星
と
海
洋
と
を
研
究
し
つ
・
あ
る

わ
が
友
の
理
科
大
学
生
は

太
陽
を
追
ふ
プ
ロ
メ
シ
ュ
ー
ス
の
如

く沈
轡
に
燃
ゆ
る
瞳
を
昂
げ
て
、

や
が
て
、
附
け
加
へ
た
。

　
我
等
は
、

　
　
君
、

決
し
て
無
意
義
に
は
生
き
て
居
な
い
。

　
こ
の
原
稿
は
、
生
前
に
ご
投
稿
い

た
だ
い
て
い
た
も
の
で
す
。

、
つ

こ“、
つ

と報町17｝昭和63年12月号

馨
嚇

⑳
威
人
摘
の
話

東
郷
病
院
内
科

　
　
高
橋
弘
憲

　
今
日
は
、
成
人
病
「
般
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。　

皆
さ
ん
は
、
成
人
病
と
い
う
言
葉

を
耳
に
し
て
、
ど
の
よ
う
な
病
気
を

思
い
う
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
？
　
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
狭
心
症
な
ど
は
代

表
的
な
も
の
で
す
か
ら
す
ぐ
思
い
つ

く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
正
確

に
成
人
病
と
い
う
範
囲
を
定
義
づ
け

る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
で
す
。

元
来
の
意
味
と
し
て
は
、
成
熟
の
頂

点
を
過
ぎ
老
化
の
傾
向
に
伴
っ
て
発

病
率
の
高
く
な
る
病
気
を
広
く
指
す

言
葉
で
、
癌
な
ど
も
含
ま
れ
る
よ
う

で
す
．
、
た
だ
し
、
用
語
と
し
て
頻
繁

に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

近
年
の
こ
と
で
す
．
．
そ
れ
ま
で
は
、

結
核
や
種
々
の
感
染
症
が
不
治
の
病

と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
高
血
圧
、
糖

尿
病
な
ど
の
病
気
の
詳
細
、
癌
の
診

断
法
が
未
発
達
の
時
代
で
し
た
の
で
、

現
在
の
よ
う
に
成
人
病
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
予
防
医
学
が
口
に
さ
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
日
本
も
先
進
国
と
な

り
平
均
寿
命
が
延
び
た
今
と
な
っ
て

は
、
成
人
病
の
予
防
と
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
は
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

さ
て
、
病
気
と
い
う
も
の
を
次
の

よ
う
に
大
別
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
内
科
的
疾
患
に
つ

い
て
考
え
、
外
傷
な
ど
は
除
い
て
お

り
ま
す
、

①
】
時
的
な
病
気
で
、
ほ
と
ん
ど
治

療
に
反
応
し
治
癒
す
る
も
の
。

②
慢
性
的
な
病
気
で
、
常
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
努
力
す
べ
き
も
の
．

③
悪
性
疾
患

　
細
か
く
は
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
分

類
す
べ
き
で
し
ょ
う
が
、
今
回
は
、

①
②
③
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
C　

①
は
、
た
と
え
ば
感
冒
、
膀
胱
炎
、

肺
炎
、
胃
腸
炎
な
ど
急
性
に
発
症
し
、

治
っ
た
あ
と
は
元
ど
お
り
．
兀
気
に
な

る
病
気
で
、
文
字
ど
お
り
「
治
る
」

病
気
で
す
。
し
か
し
、
時
に
は
後
遺

症
（
た
と
え
ば
肺
炎
の
あ
と
の
気
管

支
拡
張
症
）
を
残
し
た
り
、
ま
た
何

度
も
同
じ
部
位
に
病
気
を
く
り
返
す

と
き
に
は
、
他
の
病
変
が
関
与
し
て

い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
の
時
に

応
じ
て
適
切
な
．
医
療
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
、

　
②
は
、
成
人
病
の
ほ
と
ん
ど
が
含

ま
れ
る
も
の
で
、
生
活
の
改
善
や
薬

な
ど
で
、
症
状
が
な
く
な
っ
た
り
、

検
査
値
の
改
善
が
あ
る
も
の
の
、
油

断
し
て
受
療
を
さ
ぼ
っ
て
い
る
と
ま

た
元
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
元
よ
り

も
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

例
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
糖
尿

病
な
ど
も
そ
う
で
す
。
き
ち
ん
と
決

め
た
内
容
の
食
事
を
摂
り
、
運
動
療

法
も
や
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
薬
の

内
服
や
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
注
射
も
行
な

い
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
良
く
な
っ
た

と
喜
ん
で
い
て
も
、
そ
れ
を
さ
ぼ
っ

て
し
ま
う
と
す
ぐ
に
血
糖
が
上
が
り
、

代
謝
状
態
が
悪
化
し
全
身
を
痛
め
て

し
ま
い
ま
す
。
高
血
圧
で
も
、
し
ば

ら
く
通
院
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
悪
化
し
た
状
態
と
な
っ

て
来
院
す
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
一
時
期
的
に

症
状
も
軽
く
な
り
検
査
上
も
改
善
し

た
の
で
「
治
っ
た
」
と
思
い
込
ん
で

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
病
気
は
厳
密
に
は
、
絶
対

に
「
治
る
」
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

「
治
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
肉
体
が
そ

の
病
気
と
縁
が
切
れ
て
開
放
さ
れ
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
細
菌

な
ど
で
起
こ
っ
た
感
染
症
の
多
く
は

細
菌
が
死
滅
し
て
し
ま
え
ば
「
治
っ

た
」
と
言
え
る
訳
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

慢
性
肝
炎
、
狭
心
症
な
ど
の
病
気
は
、

も
と
も
と
そ
の
臓
器
が
年
令
と
と
も

に
弱
っ
た
り
、
生
活
習
慣
が
肉
体
に

能
力
以
上
の
負
担
を
か
け
る
た
め
に

発
症
し
て
い
る
も
の
な
の
で
、
発
症

し
た
と
き
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
て

は
す
ぐ
に
何
度
で
も
増
悪
す
る
訳
で

す
。
だ
か
ら
、
根
気
良
く
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ

に
よ
っ
て
二
次
的
な
病
気
で
あ
る

脳
血
管
障
害
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
発

生
率
を
少
く
す
る
（
決
し
て
0
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
）
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
そ
も
そ
も
昔
で
は
人
生
五
十

年
と
言
っ
た
く
ら
い
で
す
。
年
を
と

れ
ば
ど
こ
か
悪
く
な
る
の
が
あ
た
り

前
で
す
．
、
年
中
面
倒
く
さ
い
と
か
ッ

ヵ
リ
せ
ず
に
、
「
今
は
薬
も
で
き
た
し

良
か
っ
た
ワ
イ
．
、
」
と
明
る
い
気
持
ち

で
自
分
の
身
体
を
い
た
わ
っ
て
く
だ

さ
い
．
〕

　
③
で
す
が
、
こ
れ
は
ま
た
詳
し
く

述
べ
た
い
の
で
次
回
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
パ

。
’
．
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派
出
所
だ
よ
り

年
末
の
ご
用
心
五
ヶ
条

一、

ﾆ
庭
で
の
ご
用
心

　
多
額
の
現
金
は
自
宅
に
置
か
な
い

よ
う
に
し
、
留
守
に
す
る
と
き
は
戸

締
を
確
実
に
し
て
隣
近
所
に
頼
ん
で

か
ら
外
出
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

二
、
外
出
し
た
と
き
の
ご
用
心

　
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
混
雑

す
る
店
で
買
物
す
る
と
き
は
、
ス
リ

に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

　
銀
行
、
郵
便
局
な
ど
金
融
機
関
の

行
き
帰
り
は
、
ひ
っ
た
く
り
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

三
、
大
型
ス
ー
パ
ー
、
会
社
、
事
務

　
　
所
等
で
の
ご
用
心

　
事
務
所
荒
し
や
金
庫
破
り
が
多
く

な
り
ま
す
。
防
犯
設
備
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
現
金
は
事
務
室
に
お
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

四
、
少
年
の
非
行
に
ご
注
意

　
正
月
は
、
子
ど
も
の
し
つ
け
が
お

ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
、
子
ど
も

の
持
物
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
お

年
玉
の
使
い
方
に
つ
い
て
指
導
し
ま

し
よ
う
。

五
、
暴
力
団
に
ご
注
意

　
暴
力
団
を
ま
ち
か
ら
追
放
す
る
た

めO
暴
力
団
を
「
恐
れ
な
い
一

〇
暴
力
団
に
「
金
を
出
さ
な
い
一

〇
暴
力
団
を
「
利
用
し
な
い
」

の
三
な
い
運
動
を
展
開
し
ま
し
ト
小
う
．

ど1

）ノ

0
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▼
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

▼
受
付
　
7
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

12

獅
Q
1
日

▼
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

▼
受
付
　
7
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

12

事
ｿ
日

▼
場
所
　
か
ん
な
び
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

▼
受
付
　
7
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

12

獅
Q
3
日

▼
場
所
　
農
協
坪
谷
支
所

▼
受
付
　
7
時
3
0
．
分
～
8
時
3
0
分

行
政
相
談
・

　　

@　

l
権
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
ま
た

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

▼
日
時
　
1
2
月
2
0
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
東
郷
町
老
入
福
祉
館

　
当
日
以
外
は
、
自
宅
で
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
．

　
行
政
相
談
員

　
　
　
東
郷
町
仲
之
山
口
俊
］

　
人
権
相
談
員

　
　
　
東
郷
町
寺
迫
　
黒
木
利
松

　
　
　
　
　
羽
坂
　
山
本
和
年

　
　
　
　
　
仲
深
　
中
谷
芳
雄

心
配
ご
と
相
談

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
．
、

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
1
2
月
2
0
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
四

通
信
制
訓
練

　
　
受
講
の
案
内

一
級
技
能
士
課
程

。
訓
練
課
　
機
械
加
工
科
、
仕
上
科
、

　
　
板
金
科
、
配
管
科
、
機
械
製
図

　
　
科
、
建
築
大
工
科
、
機
械
検
査

　
　
科

二
級
技
能
士
課
程

○
訓
練
課
　
一
級
課
程
の
ほ
か
に
鋳

　
　
造
科
、
鉄
工
科
、
印
刷
科
な
ど

公
給
領
収
証
を
必
ず
受
け
取
り
ま
し
よ
う
〃
”

　
十
二
月
は
、
公
給
領
収
証
完
全
交

付
・
受
領
強
調
月
間
で
す
。

※
　
料
理
店
、
バ
：
、
飲
食
店
、
旅

館
な
ど
を
利
用
さ
れ
た
場
合
、
料
金

等
に
応
じ
て
十
パ
…
セ
ン
ト
の
料
理

飲
食
等
消
費
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
の
税
金
は
、
飲
食
店
な
ど
の
経
営
・

者
が
お
客
さ
ん
か
ら
料
金
の
支
払
い

を
受
け
る
と
き
、
県
に
代
わ
っ
て
受

け
取
り
県
に
納
め
る
し
く
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

※
　
飲
食
店
な
ど
の
経
営
者
は
、
お

客
さ
ん
か
ら
税
金
を
預
か
っ
た
し
る

し
と
し
て
、
県
が
作
成
し
て
い
る
公

給
領
収
証
を
、
お
客
さ
ん
に
渡
す
よ

う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
　
こ
の
公
給
領
収
証
は
、
皆
さ
ん

の
支
払
っ
た
税
金
が
正
し
く
県
に
納

め
ら
れ
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

▼
受
講
資
格
　
実
務
経
験
が
あ
れ
ば

　
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
．
．

　
（
期
間
・
一
年
）

▼
特
典
　
終
了
者
に
は
、
技
能
検
定

　
の
学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
．
．

▼
受
講
料
　
一
級
八
、
O
C
C
円

　
　
　
　
　
二
級
六
、
O
C
（
Ψ
円

▼
問
合
せ
先
　
延
岡
市
技
能
開
発
セ

　
ン
タ
ー

　
T
E
L
（
二
目
八
．
）
三
七
－
．
〇
七
瓦
几

般
健
康
相
談

12

獅
P
7
日

▼
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

▼
受
付
　
9
時
～
1
0
時

　
　
　
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
七
期

固
定
資
産
税
三
期

善
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
、

◎
小
野
田
の
畝
原
泰
文
さ
ん
か
ら

　
（
カ
ヲ
ル
さ
ん
・
6
4
歳
ご
死
去
）

◎
鶴
野
内
の
三
浦
園
男
さ
ん
か
ら

　
（
誠
也
さ
ん
・
3
5
歳
ご
死
去
）

◎
目
障
の
植
薄
正
敏
さ
ん
か
ら

　
（
ス
エ
ノ
さ
ん
・
8
4
歳
ご
死
去
）

◎
福
瀬
の
新
名
甫
史
さ
ん
か
ら

　
（
梅
野
さ
ん
・
8
6
歳
ご
死
去
）

◎
三
瀬
の
川
口
満
男
さ
ん
か
ら

　
（
ル
イ
さ
ん
・
5
7
歳
ご
死
去
〉

◎
福
瀬
の
直
野
伸
一
郎
さ
ん
か
ら

　
（
ス
エ
ノ
さ
ん
・
7
2
歳
ご
死
去
）

◎
鶴
野
内
の
中
田
辰
己
さ
ん
か
ら

　
（
几
市
さ
ん
∴
m
歳
ご
死
去
）

垂
磯
目
毒
聯
豪
磯
拶
齋
母
命
聯
命
寧

旧
里
願
欝
灘
鍵

嚥
蘇
墨
藁
、
藁
艇
暴
墨
轟
藤
藪
鄭
傘
尋

（
十
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
、
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